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復興への道を
歩みだす

 Road To the Future 

【津波被害を受けた地方道相馬・亘理線　釣師交差点付近】



３
月
11
日　

金
曜
日　

14
時
46
分
。

三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
．
０　

震
度
６
強
の
地
震
が

新
地
町
を
襲
っ
た
。

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
強
い
揺
れ
に
、
町
中
が
騒
然
と
な
っ
た
。

長
く
、
強
い
揺
れ
が
お
さ
ま
る
と
、
あ
ま
り
の
恐
怖
に
、
多
く
の
人
が
建

物
の
外
に
逃
れ
る
よ
う
に
出
て
き
た
。

気
温
４
．
７
℃　

西
南
西
の
風　

ま
だ
恐
怖
の
余
韻
が
お
さ
ま
ら
な
い
こ
ろ
だ
っ
た
。

け
た
た
ま
し
い
サ
イ
レ
ン
音
が
町
中
に
鳴
り
響
く
。

町
の
防
災
行
政
無
線
を
通
じ
て
大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
。

　
「
大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

海
岸
付
近
の
方
は
高
台
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い　
　
　
　
　
　
　

」

15
時
40
分　

大
津
波
が
町
を
の
み
込
ん
だ
。

岐き

ろ路
に
立
ち　

復
興
へ 

歩
み
だ
す
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３
月
11
日　

金
曜
日　

14
時
46
分
。

三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
．
０　

震
度
６
強
の
地
震
が

新
地
町
を
襲
っ
た
。

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
強
い
揺
れ
に
、
町
中
が
騒
然
と
な
っ
た
。

長
く
、
強
い
揺
れ
が
お
さ
ま
る
と
、
あ
ま
り
の
恐
怖
に
、
多
く
の
人
が
建

物
の
外
に
逃
れ
る
よ
う
に
出
て
き
た
。

気
温
４
．
７
℃　

西
南
西
の
風　

ま
だ
恐
怖
の
余
韻
が
お
さ
ま
ら
な
い
こ
ろ
だ
っ
た
。

け
た
た
ま
し
い
サ
イ
レ
ン
音
が
町
中
に
鳴
り
響
く
。

町
の
防
災
行
政
無
線
を
通
じ
て
大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
。

　
「
大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

海
岸
付
近
の
方
は
高
台
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い　
　
　
　
　
　
　

」

15
時
40
分　

大
津
波
が
町
を
の
み
込
ん
だ
。
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01　津波により流された家屋

　　( 小川 )

02　相馬・亘理線橋脚（埒浜）

03　釣師

04　大戸浜

05　今泉

　　
　
　
　
　
　

町
を
襲
っ
た
津
波

　
　
　
　
　

の
高
さ
は
、
10
ｍ
を

　
　
　
　
　

超
え
る
と
も
計
測
さ

　
　
　
　
　

れ
て
る
。
歴
史
的
に

　
　
　
　
　

見
て
も
最
大
規
模　

　
　
　
　
　

だ
。

　
　
　
　
　
　

津
波
の
浸
水
は
、

　
　
　
　
　

町
の
面
積
の
約
５
分

　
　
　
　
　

の
１
に
あ
た
る
約
９

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ん
だ
。

15
行
政
区
30
地
区
の
う
ち
、木
崎
、

埒
浜
、
作
田
、
岡
、
中
島
、
小

川
、
釣
師
、
大
戸
浜
、
今
泉
、
藤

崎
、
富
倉
の
11
地
区
が
浸
水
し
、

５
０
０
戸
以
上
の
家
屋
が
被
害
を

受
け
た
。

　

津
波
に
よ
る
り
災
の
内
訳
は
、

全
壊
４
５
７
世
帯
、
大
規
模
半
壊

33
世
帯
、
半
壊
19
世
帯
。（
６
月

30
日
現
在
）

　

被
害
を
受
け
た
の
は
、
家
屋
だ

け
で
は
な
い
。
田
ん
ぼ
や
畑
な
ど

の
農
地
に
つ
い
て
も
、
多
く
が
海

水
に
浸
か
り
、
が
れ
き
も
大
量
に

漂
着
し
た
。

　

海
水
に
浸
か
っ
た
農
地
は
、
早

急
な
回
復
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ

る
。
詳
し
い
被
害
状
況
な
ど
は
現

在
調
査
中
。

　

漁
業
に
つ
い
て
も
、
17
隻
の
船

が
流
出
。
一
部
は
、
海
岸
か
ら
西

に
約
１
㎞
の
と
こ
ろ
ま
で
流
さ
れ

た
。
漁
具
な
ど
も
国
道
６
号
付
近

ま
で
流
出
し
た
。

　

大
津
波
警
報
後
、
す
ぐ
に
沖
合

に
退
避
し
、
流
出
を
逃
れ
た
船
は

34
隻
。
相
馬
・
双
葉
漁
業
協
同
組

合
新
地
支
所
も
全
壊
し
て
い
る
た

め
、
現
在
も
ま
だ
本
格
的
な
漁
に

出
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
。

　

公
共
施
設
に
つ
い
て
も
、
新
地

町
浄
化
セ
ン
タ
ー
、
埓
浜
、
今
泉

の
排
水
処
理
施
設
は
壊
滅
し
、
上

下
水
道
管
も
損
壊
。
湛
水
防
除
施

設
も
水
没
し
た
。
ま
た
、
電
柱
・

電
線
の
多
く
も
倒
壊
、
流
出
し
、

電
力
供
給
も
一
時
停
止
。
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
ス
ト
ッ
プ
は
、
被
災
者

の
避
難
生
活
を
さ
ら
に
過
酷
な
も

の
に
し
た
。

史上最大規模の津
つ な み

波

東
日
本
大
震
災
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震災から１００日の記録

3 月 11 日　

14 時 46 分　地震発生

　　　　　　Ｍ 9.0　震度６強

14 時 49 分　大津波警報発令

14 時 50 分　新地町災害

　　　　　　　　対策本部設置

15 時 40 分　大津波襲来

3 月 12 日

  1 時 20 分　自衛隊 19 名到着

10 時 00 分　福島県に

　　　　　　　仮設住宅を要望

11 時 00 分　佐藤雄平県知事

　　　　　　　　　　　　来町

13 時 05 分　避難漁船

　　　　　　　　　34 隻帰港

20 時 20 分　大津波警報から

　　　　　　　津波警報へ切替

3 月 13 日

  7 時 00 分　町消防団員 130　

　　　　　　名による捜索活動

  7 時 30 分　津波警報から

　　　　　　津波注意報へ切替

15 時 30 分　自衛隊炊事車到着

17 時 58 分　津波注意報解除

3 月 19 日

17 時 15 分　自衛隊による

　　　　　　　　給水作業開始

3 月 20 日

10 時 00 分　行政区長会

3 月 26 日

14 時 25 分　救護センター開設

　

町
内
で
は
、地
震
被
害
も
発
生
。

震
度
６
強
の
揺
れ
で
、
多
く
の
家

屋
が
被
害
を
受
け
た
。
倒
壊
や
地

盤
沈
下
に
よ
る
全
壊
、
瓦
の
落
下

や
外
壁
の
亀
裂
な
ど
。

　

地
震
に
よ
る
り
災
の
内
訳
は
、

全
壊
６
世
帯
、
大
規
模
半
壊
８
世

帯
、
半
壊
38
世
帯
。（
現
在
も
精

査
中
の
た
め
変
更
と
な
る
場
合
が

あ
る
）

　
　
　
　
　
　

下
図
の
青
色
で
塗

　
　
　
　
　

色
し
た
部
分
が
浸
水

　
　
　
　
　

域
。面
積
は
約
９
㎢
。

　
　
　
　
　
　

津
波
は
、
海
岸
線

　
　
　
　
　

の
家
々
を
の
み
込

　
　
　
　
　

み
、
相
馬
・
亘
理
線
、

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
を
押
し
流
し
、
国
道

６
号
線
ま
で
遡
上
し
た
。
６
号
線

を
越
え
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

浸水面積約９㎢

新地町ＤＡＴＡ
面積　４６．３５㎞２

( 東西 7.2㎞　南北 6.5㎞ )

人口　８，１７２人
　平成 23 年 3 月 1 日現在

　　　福島県現住人口調査
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新地駅

相馬双葉漁協新地支所

新地町役場

国道６号線 ＪＲ常磐線
至仙台

至相馬
国道６号線バイパス
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埓
らちはま

浜

釣
つ る し

師

今
いまいずみ

泉

01　流出家屋の基礎部分
02　磯山地内
03　壊滅的な被害を受け
　　た相馬・亘理線

04　津波の被害を受けた
　　漁協新地支所
05　がれきがたまる釣師
　　橋跡
06　釣師浜海水浴場公園

07　大戸浜地内
08　大戸浜緑地公園西方
　　に流入したがれき
09　大戸浜地区から
　　釣師地区方面

10　今泉公会堂
11　今泉地内
12　津波により崩落した
　　相馬・亘理線

0102

03

04 05

06

0708

09

10

11

12

大
お お ど は ま

戸浜
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木
き ざ き

崎・作
さ く だ

田

中
なかしま

島・新
Ｊ Ｒ 常 磐 線

地駅

小
お が わ

川・岡
おか

富
とみくら

倉・藤
ふじさき

崎

13　津波被害を受けた作
　　田地内
14　がれきがたまった
　　ＪＲ常磐線の線路
15　国道６号線を越える
　　津波（木崎地内）

16　津波により破壊され
　　た電車と陸橋（ＪＲ常
　　磐線新地駅）
17　流出した線路と家屋
18　中島地内

19．20　散乱するがれき
21　国道６号線付近まで
　　流出した家屋

22　流出した漁船
23　流出・変形した線路
24　国道６号線バイパス
　　下も浸水

13

15

14

16

17
18

1920

21

22 24

23



　　
　
　
　
　
　

震
災
後
す
ぐ
に
、

　
　
　
　
　

町
役
場
、
保
健
セ
ン

　
　
　
　
　

タ
ー
、総
合
体
育
館
、

　
　
　
　
　

福
田
小
学
校
、
駒
ヶ

　
　
　
　
　

嶺
公
民
館
の
避
難
所

　
　
　
　
　

に
は
、
大
勢
の
方
が

　
　
　
　
　

避
難
し
た
。

　
　
　
　
　
　

地
区
ご
と
に
分
け

ら
れ
た
避
難
所
。保
健
セ
ン
タ
ー
：

釣
師
・
中
島
地
区
。
新
地
小
学
校
：

大
戸
浜
・
今
泉
地
区
。
尚
英
中
学

校
：
小
川
・
新
地
町
地
区
な
ど
。

福
田
小
学
校
：
埓
浜
・
作
田
・
木

崎
地
区
。
駒
ヶ
嶺
公
民
館
：
駒
ヶ

嶺
地
区
な
ど
。

　

家
屋
を
流
失
し
た
被
災
者
だ
け

で
な
く
、
電
柱
の
倒
壊
、
上
下
水

道
管
の
破
損
な
ど
に
よ
り
、
電
気

水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
不

通
と
な
っ
た
方
も
避
難
。
そ
の
数

は
一
時
１
，５
０
０
人
を
超
え
た
。

親
戚
、
知
人
宅
に
避
難
し
た
方
を

含
め
れ
ば
、
避
難
者
数
は
さ
ら
に

多
い
。

　

ほ
と
ん
ど
の
方
が
着
の
身
着
の

ま
ま
で
の
避
難
。
混
乱
の
な
か
で

の
避
難
だ
っ
た
と
わ
か
る
。
持
ち

物
は
、
最
小
限
の
荷
物
、
貴
重
品

の
み
で
、食
糧
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

そ
の
た
め
避
難
所
で
は
、
ま
ず
食

糧
の
確
保
が
第
一
と
な
っ
た
。

　

町
が
備
蓄
し
て
い
る
災
害
非
常

食
や
、
地
域
の
方
々
が
持
ち
寄
っ

た
米
や
野
菜
で
、
食
事
に
つ
い
て

は
何
と
か
し
の
い
だ
。

　

し
か
し
、
同
時
に
新
た
な
問
題

も
発
生
し
て
い
た
。
ガ
ソ
リ
ン
、

灯
油
な
ど
の
燃
料
不
足
だ
。
宮
城

県
や
千
葉
県
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
の
被
災
が
、
東
北
の
被
災
地
へ

の
燃
料
支
援
を
遅
れ
さ
せ
た
。

　

避
難
し
て
い
る
方
が
、
避
難
所

か
ら
移
動
す
る
こ
と
を
困
難
に

し
、
ま
た
被
災
地
へ
の
支
援
輸
送

を
も
困
難
に
し
た
。
ま
た
、
流
通

網
の
停
止
に
よ
り
、
商
業
施
設
も

休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

連
日
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に

は
、
少
し
で
も
給
油
し
よ
う
と
早

町内避難所の最大避難者数
避難所 最大避難者数
保健センター ３２４人

５月 30 日閉鎖
新地小学校 ３４２人

６月 12 日閉鎖
尚英中学校 ４８０人

５月 22 日閉鎖
福田小学校 ３１９人

５月 14 日閉鎖
駒ヶ嶺公民館 ２８５人

６月 19 日閉鎖

1,500 人が

　　避難所で生活

立
ち
上
が
る

01　パーティションで戸別の
　　スペースをつくった駒ヶ
　　嶺公民館避難所
02　保健センター避難所には、
　　釣師、中島地区などの方
　　が避難。
03　地震直後、保育士の誘導
　　で園庭に避難する子ども
　　たち。新地保育所。
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3 月 30 日

　　　　　　保育所満了証書

　　　　　　　　　　　授与式

4 月  7 日

23 時 33 分　地震発生

　　　　　　震度５

23 時 34 分　津波注意報発表

4 月  8 日　

  0 時 55 分　津波注意報解除

  9 時 00 分　新地町見舞金・

　　　　　　弔慰金

　　　　　　　　申請受付開始

　　　　　　り災届出証明

　　　　　　申請受付開始

  8 時 00 分　海上自衛隊

　　　　　　ダイバーによる

　　　　　　　　　　捜索活動

4 月 11 日

　　　　　　町内各保育所再開

15 時 00 分　無料法律相談所

　　　　　　　　　　　　開設

17 時 16 分　地震発生

　　　　　　震度 4.3

17 時 18 分　津波注意報発令

18 時 05 分　津波注意報解除

4 月 12 日

　　　　　　町内各小学校

　　　　　　　　　　　卒業式

4 月 14 日

　　　　　　町内各小学校

　　　　　　　　　　　入学式

4 月 19 日

　　　　　　尚英中学校入学式

13 時 30 分　東日本大震災

　　　　　　　　　特別委員会

4 月 20 日

  9 時 00 分　生活再建支援金

　　　　　　申請受付開始

朝
か
ら
自
動
車
の
行
列
。
そ
れ
か

ら
燃
料
の
供
給
体
制
が
、
正
常
に

近
い
状
態
に
戻
る
ま
で
に
は
、
ひ

と
月
ほ
ど
か
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
過
酷
な
状
況
下
に

あ
り
な
が
ら
も
、
避
難
所
で
は
、

避
難
し
た
方
同
士
で
助
け
合
い
な

が
ら
生
活
。
炊
事
、ト
イ
レ
掃
除
、

物
資
の
運
搬
な
ど
を
交
代
・
分
担

し
て
行
い
、
ゴ
ミ
出
し
、
片
付
け

な
ど
の
ル
ー
ル
を
守
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

こ
う
し
て
、
３
月

　
　
　
　
　

11
日
か
ら
始
ま
っ
た

　
　
　
　
　

避
難
所
生
活
は
、
仮

　
　
　
　
　

設
住
宅
へ
の
入
居
な

　
　
　
　
　

ど
で
、
６
月
19
日
の

　
　
　
　
　

駒
ヶ
嶺
公
民
館
避
難

　
　
　
　
　

所
の
閉
鎖
ま
で
続
い

　
　
　
　
　

た
。

　
　
　
　
　
　

町
で
は
、
震
災
後

す
ぐ
に
仮
設
住
宅
の
建
設
に
着

手
。
用
地
は
町
有
地
だ
け
で
は
足

り
ず
、
地
域
の
方
々
の
ご
協
力
に

よ
り
、私
有
地
の
提
供
も
受
け
た
。

　

震
災
前
の
生
活
環
境
に
近
い
状

態
を
確
保
す
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
を
重
要
と
考
え
た
。

そ
の
た
め
、
町
内
８
か
所
に
建
設

す
る
仮
設
住
宅
は
、
基
本
的
に
は

地
区
ご
と
の
ま
と
ま
り
。

　

ま
ず
、
最
初
に
完
成
し
た
の

は
、
小
川
公
園
仮
設
住
宅
。
４
月

25
日
に
は
第
１
期
の
48
戸
、
５
月

３
日
に
は
第
２
期
の
63
戸
が
入
居

し
た
。
６
月
末
時
点
で
は
、
７
か

所
４
４
７
戸
が
完
成
し
、
仮
設
住

宅
で
の
生
活
を
始
め
て
い
る
。

　

最
終
的
に
、
町
内
に
５
７
３
戸

の
仮
設
住
宅
が
完
成
す
る
。

仮設住宅名称 戸数 入居開始日
小川公園 ４８ 4 月 25 日入居
小川公園 ６３ 5 月   3 日入居
広畑 ８４ 5 月 13 日入居
作田 ４６ 5 月 15 日入居
小川北原 ２３ 5 月 21 日入居
新林 ５８ 5 月 28 日入居
前田 ６８ 6 月 10 日入居
すずめ塚 ５７ 6 月 19 日入居
がんご屋 １２６ 7 月末予定

仮
かせつじゅうたく

設住宅へ

右表
町 内 仮 設 住 宅
一覧
04 小川公園応 
　急仮設住宅
05 入居者への
　鍵の引き渡
　し
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震
災
翌
日
か
ら
、

　
　
　
　
　

自
衛
隊
、
消
防
、
警

　
　
　
　
　

察
機
関
な
ど
に
よ
る

　
　
　
　
　

行
方
不
明
者
の
捜
索

　
　
　
　
　

活
動
が
始
ま
っ
た
。

　
　
　
　
　

町
消
防
団
も
連
日
、

　
　
　
　
　

懸
命
の
活
動
を
続
け

　
　
　
　
　

た
。

　
　
　
　
　
　

行
方
不
明
者
の
捜

　
　
　
　
　

索
を
第
一
に
、
海
水

が
引
か
な
い
水
田
の
中
や
が
れ
き

が
散
乱
す
る
な
か
を
活
動
し
た
。

ぬ
か
る
み
に
足
を
と
ら
れ
な
が
ら

も
、
手
作
業
で
が
れ
き
を
か
き
分

け
前
へ
進
ん
だ
。
家
屋
や
倒
木
な

ど
の
巨
大
な
流
出
物
な
ど
は
、
重

機
で
撤
去
。
活
動
に
伴
い
発
生
す

る
が
れ
き
の
撤
去
は
、
町
内
の
建

設
業
関
係
者
の
協
力
を
い
た
だ

き
、
ダ
ン
プ
等
で
運
搬
し
た
。

　

毎
朝
、
各
機
関
の
代
表
者
に
よ

る
災
害
対
策
本
部
会
議
を
開
い

た
。
状
況
報
告
、
作
業
計
画
を
確

認
し
、
現
地
作
業
に
入
っ
た
。

　

こ
の
捜
索
活
動
に
よ
り
発
見
さ

れ
た
ご
遺
体
は
、
町
内
の
施
設
に

搬
送
さ
れ
た
後
、
相
馬
市
内
の
遺

体
安
置
所
に
移
さ
れ
た
。

　

町
民
で
は
、
死
者
１
０
０
名
、

行
方
不
明
者
10
名
（
６
月
30
日
時

点
）。
す
べ
て
津
波
に
よ
り
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
だ
。
一
度
は
高
台

に
避
難
し
た
も
の
の
、
家
に
戻
っ

た
方
も
犠
牲
に
な
っ
た
と
聞
く
。

　

あ
ま
り
に
も
大
き
な
津
波
に
よ

り
、
海
岸
沿
い
の
地
区
だ
け
で
な

く
、
内
陸
部
の
地
区
の
方
々
も
犠

牲
に
な
っ
た
。
地
区
別
の
死
者
数

は
次
の
と
お
り
。埓
浜
地
区
８
名
、

真
弓
地
区
１
名
、
岡
地
区
３
名
、

新
地
町
地
区
２
名
、
中
島
地
区
９

名
、
小
川
地
区
13
名
、
釣
師
地
区

29
名
、
大
戸
浜
地
区
25
名
、
今
泉

地
区
５
名
、
新
町
地
区
１
名
、
藤

崎
地
区
１
名
、
今
神
地
区
１
名
、

富
倉
地
区
２
名
（
町
外
で
被
災
さ

れ
た
町
民
を
含
む
）

　

こ
う
し
た
捜
索
、
復
旧
作
業
に

は
、
県
外
か
ら
も
多
く
の
支
援
が

01　被災現場の状況を
　　 確 認 し、 作 業 計 画
　　を立てる自衛隊員
02　亡くなられた方へ
　　 追 悼 の 意 を 込 め て
　　 献 花 す る 自 衛 隊 員
　　と町職員
03．04　６月 13 日。自
　　衛隊第 13 特科隊を
　　 見 送 る 町 民 の み な
　　さん。
05　避難所への炊き出
　　 し の 準 備 を す る 自
　　衛隊

懸
けんめい

命の捜索活動

前
へ 

進
む

東日本大震災
死亡者・行方不明者数

死者 １００名
行方不明者 １０名

6 月 30 日現在
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あ
っ
た
。

　

町
内
に
駐
留
し
た
自
衛
隊
は
岡

山
県
の
第
13
特
科
隊
や
福
岡
県
の

第
２
施
設
群
な
ど
。総
合
体
育
館
、

役
場
な
ど
に
拠
点
を
設
け
て
活
動

し
た
。

　

自
衛
隊
は
、
捜
索
・
復
旧
作
業

だ
け
で
な
く
、
避
難
所
へ
の
炊
き

出
し
も
行
っ
た
。
一
度
に
大
量
の

炊
飯
が
可
能
な
専
用
車
両
を
用
い

た
。
豊
富
な
経
験
を
積
ん
で
い
る

自
衛
隊
の
み
な
さ
ん
に
よ
り
、
温

か
い
ご
飯
や
お
か
ず
が
供
給
さ

れ
、
避
難
所
で
喜
ば
れ
た
。
こ
れ

ら
の
材
料
と
な
っ
た
の
は
、
町
内

を
は
じ
め
、
全
国
各
地
の
み
な
さ

ん
か
ら
い
た
だ
い
た
支
援
物
資
が

ほ
と
ん
ど
。

　

自
衛
隊
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
炊

き
出
し
は
、
温
か
い
食
事
と
し
て

喜
ば
れ
た
だ
け
で
な
く
、
１
日
３

食
の
自
炊
の
負
担
を
軽
減
さ
せ

た
。

　

こ
う
し
た
自
衛
隊
や
消
防
、
警

察
、
建
設
業
関
係
の
み
な
さ
ん
の

献
身
的
な
活
動
は
、
多
く
の
町
民

の
み
な
さ
ん
に
、
勇
気
と
希
望
を

与
え
た
。

　

自
衛
隊
第
13
特
科
隊
と
第
２
施

設
群
の
み
な
さ
ん
が
６
月
13
日
に

町
内
か
ら
撤
退
す
る
時
に
は
、
多

く
の
町
民
の
み
な
さ
ん
が
集
ま
っ

た
。
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
い

て
あ
る
横
断
幕
を
持
つ
方
、
沿
道

で
手
を
振
る
方
、
そ
れ
ぞ
れ
が
感

謝
の
気
持
ち
で
見
送
っ
た
。

　

現
在
は
、
自
衛
隊
福
島
駐
屯
地

と
郡
山
駐
屯
地
の
み
な
さ
ん
が
一

部
の
作
業
を
引
き
継
い
で
い
る
。

06　被害状況を確認する
　　自衛隊
07　ぬかるむ田んぼでの
　　捜索活動

4 月 21 日

  9 時 00 分　新地町

　　　　　　ボランティア　　

　　　　　　　　センター開所

4 月 25 日

  　　　　  　小川公園仮設

　　　　　　　住宅 1 期入居

4 月 28 日

　　　　　　児童館再開

5 月   2 日

13 時 00 分　東日本大震災

　　　　　　復興構想会議

　　　　　　　　　　委員来町

5 月   3 日

　　　　　　小川公園仮設

　　　　　　　住宅 2 期入居

5 月   6 日

10 時 00 分　新地町義援金

　　　　　　　　　配分委員会

5 月   7 日

　　　　　　東ヒサオさん

　　　　　　　　百歳賀寿贈呈

5 月   9 日

　　　　　　片山善博総務大臣

　　　　　　　　　　　　来町

15 時 00 分　東日本大震災

　　　　　　　　特別委員会

5 月 13 日

　　　　　　広畑仮設住宅入居

　　　　　　長崎県諫早市

　　　　　　　から職員派遣

5 月 14 日　

11 時 55 分　鹿野道彦

　　　　　　農林水産大臣来町

5 月 15 日

　　　　　　作田仮設住宅入居
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震
災
後
に
必
要
な

　
　
　
　
　

作
業
は
さ
ま
ざ
ま

　
　
　
　
　

あ
っ
た
。
町
職
員
、

　
　
　
　
　

消
防
、
警
察
関
係
者

　
　
　
　
　

だ
け
で
は
数
が
足
り

　
　
　
　
　

な
い
。
そ
こ
で
、「
町

　
　
　
　
　

民
助
け
合
い
活
動
」

　
　
　
　
　

と
し
て
、
町
民
の
み

な
さ
ん
の
力
が
結
集
し
た
。

　

連
日
、
町
内
か
ら
多
く
の
み
な

さ
ん
が
訪
れ
、
支
援
物
資
の
運
搬

や
清
掃
作
業
を
行
っ
た
。

　

４
月
21
日
に
は
、
新
地
町
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
開
設
し

た
。
社
会
福
祉
協
議
会
が
事
務
局

と
な
り
、運
営
に
あ
た
っ
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
行
う
人
と
そ
れ
を
必
要
と
す
る

人
の
マ
ッ
チ
ン
グ
作
業
を
行
い
、

計
画
的
に
作
業
に
あ
た
っ
て
い

る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
る
方
は
、

多
い
日
で
３
０
０
人
を
超
え
る
。

全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
て
い
る
。

福
島
市
か
ら
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ

ス
が
運
行
し
て
お
り
、
全
国
か
ら

福
島
市
に
集
ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
み
な
さ
ん
を
新
地
町
に
送
迎

し
て
い
る
。

　

主
な
作
業
は
、
被
災
家
屋
で
の

排
泥
や
が
れ
き
の
撤
去
、
流
出
写

真
の
整
理
な
ど
。
被
災
家
屋
に
流

入
し
た
が
れ
き
の
撤
去
な
ど
は
、

大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ

ん
の
支
援
を
受
け
、
被
災
者
の

方
々
に
と
て
も
喜
ば
れ
た
。

　

ま
た
、
流
出
物
の
中
で
も
、
写

真
や
ア
ル
バ
ム
は
、
お
金
で
は
買

え
な
い
貴
重
な
思
い
出
の
品
だ
。

回
収
さ
れ
た
写
真
は
、
旧
役
場
庁

舎
の
車
庫
棟
内
で
、
き
れ
い
に
洗

い
、
状
態
を
回
復
さ
せ
、
持
ち
主

の
被
災
者
へ
返
し
て
い
る
。

手
順
は
、

①
毛
の
や
わ
ら
か
い
ハ
ケ
で
汚
れ

を
落
と
す

②
き
れ
い
な
水
で
や
さ
し
く
洗
う

③
風
通
し
の
良
い
場
所
で
、
陰
干

し
す
る

　

こ
う
し
た
一
枚
一
枚
の
地
道
な

01．02　被災家屋で
　　がれきの撤去作
　　業を行うボラン
　　ティアのみなさ
　　ん。
03　作業内容を確認
　　するスタッフと
　　ボランティアの
　　みなさん。
04　回収された写　
　　真。
05　一枚一枚手作業
　　で汚れを落とす。
06　旧役場庁舎車庫
　　の「思い出倉庫」
　　（作業場）で作業
　　している。

助
け
合
い

新
し ん ち ま ち

地町のために
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作
業
に
よ
り
、思
い
出
の
品
々
が
、

被
災
者
の
も
と
へ
戻
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

震
災
直
後
、
財
布

　
　
　
　
　

も
持
た
ず
、
着
の
身

　
　
　
　
　

着
の
ま
ま
避
難
し
た

　
　
　
　
　

方
が
ほ
と
ん
ど
。
そ

　
　
　
　
　

の
た
め
、
当
面
の
生

　
　
　
　
　

活
資
金
が
必
要
と　

　
　
　
　
　

な
っ
た
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

町
で
は
、
新
地
町

　
　
　
　
　

見
舞
金
・
弔
慰
金
を

　
　
　
　
　

支
給
し
、
避
難
生
活

の
資
金
と
な
る
よ
う
に
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
日
本
財
団
か
ら
の

見
舞
金
・
弔
慰
金
、
日
本
赤
十
字

社
・
福
島
県
か
ら
の
義
援
金
、
被

災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
申
請
受

付
を
順
次
開
始
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
で
は
、
新
地
町
義
援

金
受
付
口
座
を
開
設
し
、
全
国
各

地
か
ら
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い

る
。

　

そ
の
総
額
は
現
在
ま
で
で
約

１
億
円
。
町
は
、
こ
の
義
援
金
の

第
１
次
配
分
と
し
て
、
５
月
21
日

か
ら
申
請
受
付
を
行
っ
て
い
る
。

　

義
援
金
だ
け
で
は
な
く
、
支
援

物
資
も
全
国
各
地
か
ら
届
い
て
い

る
。
食
糧
か
ら
日
用
品
に
至
る

数
々
の
物
資
。
一
時
的
な
保
管
庫

と
な
っ
て
い
る
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ほ
ど

の
量
。
避
難
所
で
の
食
事
は
、
こ

う
し
た
支
援
物
資
に
よ
る
も
の
が

ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。

　

全
国
か
ら
の
温
か
い
支
援
に
よ

り
、
厳
し
い
避
難
所
生
活
を
乗
り

越
え
、
こ
こ
ま
で
く
る
こ
と
が
で

き
た
。

全国からの支
し え ん

援
5 月 17 日

　　　　　　福田小学校避難所

　　　　　　　　　　　　閉鎖

5 月 21 日

　　　　　　小川北原仮設住宅

　　　　　　　　　　　　入居

　　　　　　新地町義援金・

　　　　　　新地町災害弔慰金

　　　　　　　　申請受付開始

5 月 22 日

　　　　　　尚英中学校避難所

　　　　　　　　　　　　閉鎖

5 月 25 日

14 時 00 分　東日本大震災

　　　　　　　　　特別委員会

5 月 28 日

　　　　　　新林仮設住宅入居

6 月   1 日

　　　　　　復興対策室設置

6 月 10 日

　　　　　　前田仮設住宅入居

6 月 13 日

　　　　　　自衛隊撤退

6 月 18 日

　　　　　　大畠　章宏　

　　　　　　国土交通大臣来町

6 月 19 日

12 時 00 分　新地町消防団

　　　　　　　　慰霊者追悼式

14 時 00 分　東日本大震災

　　　　　　新地町合同慰霊祭

　　　　　　すずめ塚仮設住宅

　　　　　　　　　　　　入居

　　　　　　駒ヶ嶺公民館

　　　　　　　　　避難所閉鎖
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一
い っ ぽ

歩ずつ　前へ



笑
え が お

顔を取り戻す

広報しんち 2011.7.5（15）

写真は、すべて震災以後に撮っ

た も の で す。 広 報 し ん ち で は、

これからもみなさんの笑顔、が

んばる様子を掲載していきます。
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こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、
被
災
さ
れ
た
町
民
の
み
な
さ
ま
に
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
に
対
し
、
謹
ん
で
哀
悼
の
誠
を
捧
げ

ま
す
。

　

あ
の
３
月
11
日
、
私
達
の
虚
を
つ
く
如
く
、
大
震
災
が
起
り
ま
し
た
。

　

地
震
と
津
波
が
一
瞬
に
し
て
多
く
の
家
屋
や
建
造
物
を
破
壊
し
、
尊
い
町
民
の
命
を
奪

わ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
痛
恨
の
極
み
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
誰
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
状
況
の
中
で
も
、
町
及
び
町
民
が
一
体
と
な
り
、

さ
ら
に
国
、
県
は
も
と
よ
り
全
国
か
ら
の
温
か
い
支
援
を
受
け
て
被
災
者
の
救
助
活
動
に

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

町
民
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
地
震
発
生
以
来
、
御
自
身
が
甚
大
な
被
害
を

う
け
な
が
ら
も
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
さ
ら
に
は
支
援
物

資
の
提
供
な
ど
、
献
身
的
な
支
援
活
動
を
い
た
だ
き
、
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。

　

町
も
次
第
に
立
ち
直
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
受
け
た
ダ
メ
ー
ジ
は
あ
ま
り
に
も
深
刻
で

あ
り
、
震
災
前
の
状
態
ま
で
復
活
す
る
に
は
ま
だ
ま
だ
長
い
歳
月
が
か
か
る
と
覚
悟
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
ど
の
様
に
長
い
歳
月
が
か
か
っ
て
も
、
ど
の
様
に
困
難
な
障
害
が
あ
っ
て
も
、

私
た
ち
は
力
を
併
せ
て
必
ず
や
か
つ
て
の
自
然
も
、
実
り
も
、
笑
顔
も
、
我
が
手
に
取
り

か
え
す
こ
と
を
こ
こ
に
固
く
お
約
束
い
た
し
ま
す
。

  

新
地
町
長　

加　

藤　

憲　

郎



町内で活動した自衛隊福岡第２施設群のみなさんから

の寄せ書き入りの国旗。釣師地内に掲げられている。

「明けない夜はありません。一日も早い復興を願います」

とのメッセージ。

沈む夕陽に、希望の明日が来ることを信じて。

広報しんち 2011.7.5（17）

　

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、
被
災
さ
れ
た
町
民
の
み
な
さ
ま
に
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
に
対
し
、
謹
ん
で
哀
悼
の
誠
を
捧
げ

ま
す
。

　

あ
の
３
月
11
日
、
私
達
の
虚
を
つ
く
如
く
、
大
震
災
が
起
り
ま
し
た
。

　

地
震
と
津
波
が
一
瞬
に
し
て
多
く
の
家
屋
や
建
造
物
を
破
壊
し
、
尊
い
町
民
の
命
を
奪

わ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
痛
恨
の
極
み
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
誰
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
状
況
の
中
で
も
、
町
及
び
町
民
が
一
体
と
な
り
、

さ
ら
に
国
、
県
は
も
と
よ
り
全
国
か
ら
の
温
か
い
支
援
を
受
け
て
被
災
者
の
救
助
活
動
に

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

町
民
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
地
震
発
生
以
来
、
御
自
身
が
甚
大
な
被
害
を

う
け
な
が
ら
も
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
さ
ら
に
は
支
援
物

資
の
提
供
な
ど
、
献
身
的
な
支
援
活
動
を
い
た
だ
き
、
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。

　

町
も
次
第
に
立
ち
直
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
受
け
た
ダ
メ
ー
ジ
は
あ
ま
り
に
も
深
刻
で

あ
り
、
震
災
前
の
状
態
ま
で
復
活
す
る
に
は
ま
だ
ま
だ
長
い
歳
月
が
か
か
る
と
覚
悟
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
ど
の
様
に
長
い
歳
月
が
か
か
っ
て
も
、
ど
の
様
に
困
難
な
障
害
が
あ
っ
て
も
、

私
た
ち
は
力
を
併
せ
て
必
ず
や
か
つ
て
の
自
然
も
、
実
り
も
、
笑
顔
も
、
我
が
手
に
取
り

か
え
す
こ
と
を
こ
こ
に
固
く
お
約
束
い
た
し
ま
す
。

  

新
地
町
長　

加　

藤　

憲　

郎



　

任
期
満
了
に
伴
う
改
選
に
よ

り
、
新
し
い
行
政
区
長
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

行
政
区
長
は
、
町
と
地
区
住

民
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
な
り
、

み
な
さ
ん
の
福
祉
向
上
に
努
め

る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

た
だ
く
方
々
で
す
。

　

任
期
は
、
平
成
23
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
25
年
３
月
31
日
ま

で
の
２
年
間
で
す
。

　

な
お
、
区
長
会
の
新
役
員
は

次
の
と
お
り
で
す
。

会
長

櫻
井　

芳
夫
さ
ん　
　
（
３
区
）

副
会
長

目
黒　

清
明
さ
ん　
　
（
６
区
）

会
計

大
和
田　

公
夫
さ
ん　
（
13
区
）

理
事

齋
藤　

一
さ
ん　
　
　
（
１
区
）

水
戸　

嘉
一
さ
ん　
　
（
７
区
）

小
野　

俊
雄
さ
ん　
　
（
８
区
）

渡
部　

喜
一
さ
ん　
　
（
12
区
）

■
心
配
ご
と
相
談

日
時　

７
月
11
日
㈪
・
20
日
㈬

・
８
月
１
日
㈪　

10
時
～
15
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

■
人
権
相
談

日
時　

７
月
11
日
㈪　
　
　
　

　
　
　

10
時
～
15
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

■
行
政
相
談

日
時　

７
月
20
日
㈬　
　
　
　

　
　
　

10
時
～
15
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

無
料
法
律
相
談
所

　

福
島
県
弁
護
士
会
相
馬
支
部

で
は
、
次
の
と
お
り
無
料
法
律

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

開
設
日
時
（
７
月
）

毎
週
火
・
木
曜
日
14
時
～
16
時

場
所　

役
場
相
談
室

相
談
員
　

福
島
県
弁
護
士
会
相
馬
支
部
所

属
弁
護
士

相
談
内
容
　
被
災
者
の
生
活
に

関
す
る
悩
み
や
支
援
制
度
の
紹

介
等

◎
問
い
合
わ
せ

福
島
県
弁
護
士
会
相
馬
支
部

　
　
　
　
（
☎
㊱
４
７
８
９
）

町
民
課　
（
☎
�
２
１
１
５
）

新
行
政
区
長

１
区
（
沢
口
・
鉄
炮
町
・
大
山
田
）

　

齋
藤　

一　

    

さ
ん

２
区
（
明
地
・
中
里
）

　

櫻
井　

憲
政     

さ
ん

３
区
（
木
崎
・
埒
浜
・
作
田
）

　

櫻
井　

芳
夫  

さ
ん

４
区
（
下
真
弓
・
上
真
弓
）

　

熊
澤　

孝
男  

さ
ん

５
区
（
岡
）

　

中
津
川  

昭
一 
さ
ん

６
区
（
杉
目
）

　

目
黒　

清
明  

さ
ん

７
区
（
新
地
町
・
中
島
）

　

水
戸　

嘉
一  

さ
ん

８
区
（
小
川
）

　

小
野　

俊
雄  

さ
ん

９
区
（
釣
師
）

　

荒　

芳
久
仁  

さ
ん

10
区
（
大
戸
浜
）

　

川
又　

利
美  

さ
ん

11
区
（
今
泉
）

　

菅
野　

修       

さ
ん

12
区
（
菅
谷
・
高
田
）

　

渡
部　

喜
一  

さ
ん

13
区
（
城
内
・
上
ノ
町
・
新
町
・
駒
ヶ
嶺
町
）

　

大
和
田  

公
夫  

さ
ん

14
区
（
渋
民
・
藤
崎
・
今
神
・
深
町
）

　

菅
野　

耕
平  

さ
ん

15
区
（
富
倉
・
原
相
善
）

　

小
島　

健
男  

さ
ん
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●
課
長

▽
総
務
課
長
兼
会
計
管
理
者
兼

会
計
室
長
＝
木
村
利
夫
（
健
康

福
祉
課
長
）
▽
企
画
振
興
課
長

＝
鴇
田
芳
文（
教
育
総
務
課
長
）

▽
教
育
総
務
課
長
＝
菅
野
勝
則

（
生
涯
学
習
課
長
兼
公
民
館
長

兼
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
館
長
兼

総
合
体
育
館
長
兼
図
書
館
長
）

▽
健
康
福
祉
課
長
兼
福
祉
係
長

事
務
取
扱
＝
冨
田
い
さ
子
（
健

康
福
祉
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼

福
祉
係
長
）
▽
税
務
課
長
＝
荒

　

智
春（
し
ん
ち
福
祉
会
派
遣
）

▽
生
涯
学
習
課
長
兼
公
民
館
長

兼
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
館
長
兼

総
合
体
育
館
長
兼
図
書
館
長
兼

生
涯
学
習
係
長
事
務
取
扱
＝
齋

藤
充
明
（
生
涯
学
習
課
副
主
幹

兼
課
長
補
佐
）
▽
相
馬
方
部
衛

生
組
合
派
遣
（
総
務
課
長
）
＝

武
者
俊
一
▽
新
地
町
社
会
福
祉

協
議
会
派
遣
（
事
務
局
長
）
＝

宍
戸
富
喜
夫

●
主
幹
（
課
長
相
当
）
▽
総
務

課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
総
務
係

長
＝
目
黒
荘
一
（
総
務
課
副
主

幹
兼
課
長
補
佐
）
▽
都
市
計
画

課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
下
水
道

係
長
＝
渡
辺
祐
吉
（
都
市
計
画

課
副
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
下
水

道
係
長
）

●
課
長
補
佐
▽
企
画
振
興
課
復

興
対
策
室
長
兼
企
画
振
興
課
副

主
幹
兼
課
長
補
佐
＝
平
間
正
光

（
企
画
振
興
課
副
主
幹
兼
課
長

補
佐
）
▽
建
設
課
副
主
幹
兼
課

長
補
佐
兼
管
理
係
長
＝
八
巻
隆

（
建
設
課
副
主
幹
兼
管
理
係
長
）

●
課
長
補
佐
相
当
職
▽
町
民
課

副
主
幹
兼
町
民
係
長
＝
目
黒
佳

子
（
生
涯
学
習
課
副
主
幹
兼
生

涯
学
習
係
長
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
副
主
幹
兼
係
長
）

●
係
長
▽
建
設
課
主
任
技
査
兼

建
設
係
長
兼
企
画
振
興
課
主
任

技
査
（
復
興
対
策
室
）
＝
小
野

好
生
（
建
設
課
主
任
技
査
兼
建

設
係
長
）
▽
議
会
事
務
局
副
主

幹
＝
木
幡
邦
枝
（
総
務
課
主
任

主
査
兼
総
務
係
長
）
▽
都
市
計

画
課
主
任
技
査
兼
都
市
計
画
係

長
兼
企
画
振
興
課
主
任
技
査

（
復
興
対
策
室
）
＝
加
藤
伸
二

（
都
市
計
画
課
主
任
技
査
兼
都

市
計
画
課
係
長
）

●
主
任
主
査
▽
企
画
振
興
課
主

任
主
査
（
復
興
対
策
室
）
＝
中

津
川
秀
樹
（
福
島
県
土
地
開
発

公
社
派
遣
主
任
主
査
▽
生
涯
学

習
課
主
任
主
査（
生
涯
学
習
係
）

＝
常
陸
浩
一
（
農
業
委
員
会
主

任
主
査
）

●
主
査
▽
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
係
主
査
＝
黒
沢
知
子
（
都
市

計
画
課
都
市
計
画
係
主
査
）
▽

健
康
福
祉
課
福
祉
係
主
査
＝
唯

野
淳
（
福
島
県
土
地
開
発
公
社

派
遣
主
査　

４
月
１
日
）
▽
農

業
委
員
会
主
査
＝
門
馬
学
（
都

市
計
画
課
都
市
計
画
係
主
査
）

▽
総
務
課
総
務
係
主
査
＝
山
田

裕
貴
子
（
議
会
事
務
局
書
記
）

●
副
主
査
▽
福
島
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
事
務
局
派
遣

＝
伊
藤
貴
志
（
健
康
福
祉
課
福

祉
係
副
主
査　

４
月
１
日
）
▽

教
育
総
務
課
総
務
学
校
係
副
主

査
＝
阿
部
美
和
（
町
民
課
長
民

係
副
主
査
）
▽
都
市
計
画
課
都

市
計
画
係
副
主
査
＝
小
野
健
一

（
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
副

主
査
）

●
新
採
用
▽
町
民
課
町
民
係
主

事
＝
持
館
香
織
（
４
月
１
日
）

▽
都
市
計
画
課
都
市
計
画
係
主

事
＝
林　

勝
彦
▽
健
康
福
祉
課

福
祉
係
主
事
＝
阿
部
貴
浩
▽
新

地
保
育
所
保
育
士
＝
渡
部
香
奈

枝
（
４
月
１
日
）

●
長
崎
県
諫
早
市
派
遣
▽
都
市

計
画
課
主
任
技
査（
下
水
道
係
）

＝
森　

繁
幸

●
退
職
▽
大
堀
武（
総
務
課
長
）

▽
伏
見
春
雄（
企
画
振
興
課
長
）

▽
荒
礼
子
（
税
務
課
長
）
▽
寺

島
た
か
子
（
町
民
課
主
幹
兼
課

長
補
佐
兼
町
民
係
長
）
▽
八
巻

綾
香
（
教
育
総
務
課
総
務
学
校

係
主
事
）

復
興
計
画
策
定
に

向
け
た
各
種
調
査
に

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

町
で
は
復
興
計
画
の
策
定
に

向
け
、
国
土
交
通
省
や
福
島
県

と
協
力
し
て
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
被
害
の
状
況
や
、復
旧
・

復
興
に
向
け
た
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

調
査
の
種
類
は
、
被
災
地
域

に
お
け
る
現
地
調
査
、
写
真
撮

影
、
地
域
の
皆
様
へ
の
聞
き
取

り
（
ヒ
ア
リ
ン
グ
）、
郵
送
に

よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど

で
、
現
地
調
査
や
聞
き
取
り
調

査
は
、
町
、
県
も
し
く
は
国
土

交
通
省
の
身
分
証
を
身
に
付
け

た
調
査
員
が
行
い
ま
す
。
地
区

内
へ
の
立
ち
入
り
へ
の
ご
理
解

と
、聞
き
取
り
調
査
・
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
な
ど
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　
　

復
興
対
策
室

（
企
画
振
興
課
内
）　

　
　
　
　
　
（
☎
�
２
１
１
２
）

町職員
人事異動
町では、６月１日付けで職員の人

事異動を行いました。異動の内容

は次のとおりです。

（　）内は前任職

なお、町では、新たに復興計画の

策定を進める「復興対策室」を設

置しました。
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町内の空間線量率調査結果
　町では、町内 23 か所で放射線量の独自調査

を行いました。6 月 28 日㈫の測定結果は次の

とおりです。

測定場所 地表面 測定値（μ Sv/h）

１ 福田小学校 土 ０．２８
２ 福田保育所 土 ０．４１
３ 木崎公会堂 土 ０．３６
４ 北原工業団地 砂利 ０．３３
５ 鈴宇峠県境 砂利 ０．４３
６ 沢口ふれあい広場 芝 ０．４６
７ 狼沢集会所 土 ０．５４
８ 新地小学校 土 ０．２８
９ 尚英中学校 土 ０．４２
10 新地保育所 土 ０．４２
11 鹿狼山登山口駐車場 砂利 ０．４３
12 今泉農集排処理場 砂利 ０．１８
13 総合公園こどもの森 芝 ０．５４
14 新地浄化センター 芝 ０．３７
15 岡公会堂 舗装 ０．２２
16 杉目集会所 舗装 ０．２６
17 釣師浜漁港 舗装 ０．１７
18 新地町役場 舗装 ０．２１
19 菅谷公会堂 土 ０．３８
20 駒ヶ嶺小学校 土 ０．４７
21 駒ヶ嶺保育所 土 ０．４５
22 大沢北国道 113 号県境 砂利 ０．３５
23 藤崎公会堂 砂利 ０．３６

※測定は、毎週火曜日。地上１ｍ（３保育所は

　50㎝の高さ）

①
３
歳
に
な
る
方
に
は
誕
生
日

以
降
に
個
別
通
知
を
し
て
い
ま

す
。

②
２
期
対
象
の
方（
９
歳
以
上
）

は
学
校
を
通
し
て
配
布
し
て
い

ま
す
。（
今
年
度
は
９
歳
、
10

歳
の
方
へ
配
布
し
ま
し
た
）

　

①
②
の
方
以
外
で
希
望
さ
れ

る
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
母
子

手
帳
持
参
の
う
え
お
越
し
く
だ

さ
い
。
予
診
票
を
お
渡
し
い
た

し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
☎
�
２
０
９
６
）

　
日
本
脳
炎

　
予
防
接
種

　
接
種
時
期
の
緩
和

　

平
成
７
年
６
月
１
日
～
平
成

19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
で

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
１
期
・

２
期
の
接
種
が
終
了
し
て
い
な

い
お
子
さ
ま
は
20
歳
未
満
ま
で

の
間
、
接
種
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
定
期
接
種
が
で
き

な
か
っ
た
７
歳
半
か
ら
９
歳
未

満
、
13
歳
以
上
20
歳
未
満
で
も

接
種
が
で
き
ま
す
。

   

町
有
林
保
全
整
備 

   

作
業
員
募
集

　

町
で
は
、
町
有
林
を
保
全
管

理
す
る
た
め
、
業
者
委
託
に
よ

り
緊
急
雇
用
対
策
事
業
を
実
施

し
ま
す
。
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
作
業
員
を
募
集
し
ま
す
。

雇
用
募
集
人
員　

３
人

雇
用
期
間
（
予
定
）

７
月
中
旬
～
10
月
下
旬

業
務
内
容

町
有
林
の
下
刈
り
作
業
等

募
集
対
象
者

現
在
失
業
し
て
い
る
方

賃
金　

日
給
８
，
５
０
０
円

草
刈
機
借
上
代（
燃
料
代
含
む
） 　

　
　

１
日
１
，
６
０
０
円

事
業
実
施
方
法

業
者
委
託
（
雇
用
決
定
は
町
が

委
託
す
る
業
者
が
行
い
ま
す
）

申
し
込
み　

相
馬
公
共
職
業
安

定
所
（
☎
㊱
０
２
１
１
）
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

農
林
水
産
課

　
　
　
　
　
（
☎
�
２
１
９
４
）

   

社
会
福
祉
協
議
会

   

職
員
募
集

　

新
地
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

暮らしの情報

i nformation

は
、
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
人
員　

１
名

資
格　

社
会
福
祉
士
の
資
格
を

有
す
る
方

試
験
日　

７
月
26
日
㈫（
予
定
）

申
込
方
法

　

新
地
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

７
月
20
日
㈬

◎
問
い
合
わ
せ

新
地
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
（
☎
�
４
２
１
３
）
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町
税
の
納
付
お
よ
び

   
減
免
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
町
税
の
納
付
期
限
を
延
長

し
て
い
ま
し
た
が
、
納
付
期
限

の
確
定
に
伴
い
、
各
種
町
税
の

納
税
通
知
書
を
７
月
15
日
ま
で

に
発
送
し
ま
す
。

　

同
じ
く
延
長
し
て
い
た
督
促

状
に
つ
き
ま
し
て
も
、
７
月
20

日
に
発
送
予
定
の
町
県
民
税
督

促
状
よ
り
通
常
ど
お
り
発
送
し

ま
す
。
町
県
民
税
を
納
付
さ
れ

て
い
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
最
寄
り
の
町
指
定
金
融
機

関
等
に
て
早
急
に
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

 

ま
た
、
震
災
に
よ
り
住
宅
等

に
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
税
負

担
が
困
難
に
な
ら
れ
た
方
を
対

象
に
、
現
在
減
免
申
請
の
受
け

付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
税
務
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

税
務
課　
　
（
☎
�
２
１
１
９
）    

被
災
住
宅
補
修

   

再
建
無
料
相
談

　

一
般
財
団
法
人
福
島
建
築
住

宅
セ
ン
タ
ー
で
は
被
災
さ
れ
た

方
の
住
宅
の
補
修
・
再
建
等
に

つ
い
て
、
無
料
で
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

相
談
内
容
例

・
基
礎
や
内
装
に
ヒ
ビ
が
入
っ

て
し
ま
っ
た
。

・
瓦
が
割
れ
た
、
ず
れ
た
。

・
家
が
傾
い
て
し
ま
っ
た　

等

【
電
話
相
談
】

受
付
時
間

８
時
30
分
～
17
時

（
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

電
話
相
談
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
８
０
０-

８
０
０-

８
５
５
３

【
対
面
・
現
地
相
談
】

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
事
前
に
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。
対
面
相
談

は
、
相
談
所
で
の
相
談
に
な
り

ま
す
。

　

現
地
相
談
は
、
被
災
者
の
要

請
に
応
じ
て
随
時
現
地
で
相
談

と
な
り
ま
す
。

相
談
所
　

ア
ー
ム
ス
１
階　

イ
ベ
ン
ト

コ
ー
ナ
ー
（
南
相
馬
市
原
町
区

錦
町
一
丁
目
25
）

日
程

・
７
月
は
毎
週
水
曜
を
除
き
開

設・
８
月
は
月
曜
と
金
曜
の
週
２

回
開
設

時
間　

10
時
～
16
時

予
約
電
話
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
８
０
０-

８
０
０-

３
９
２
０

ｰ

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被

災
地
域
の
企
業
に
勤
務
し

て
い
た
労
働
者
の
皆
様
へｰ

   

未
払
賃
金
の
立
替      

   
払
制
度
の
ご
案
内

　

お
勤
め
に
な
っ
て
い
た
企

業
（
中
小
企
業
に
限
り
ま
す
）

が
、
大
震
災
に
よ
っ
て
被
害
を

受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
倒
産
状

態
に
な
り
賃
金
が
支
払
わ
れ
な

か
っ
た
方
は
、
国
が
企
業
に
代

わ
っ
て
未
払
賃
金
の
一
部
を
支

払
（
立
替
払
）
す
る
制
度
が
利

用
で
き
ま
す
。

　

被
災
地
域
で
働
い
て
い
た
方

の
相
談
と
申
請
の
受
付
を
し
て

い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局

監
督
課

☎
０
２
４-

５
３
６-

４
６
０
２

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

　
行
方
不
明
者
の

　
死
亡
届
出
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災

さ
れ
た
方
で
、
ご
遺
体
が
発
見

さ
れ
て
い
な
い
方
の
死
亡
届
が

提
出
で
き
ま
す
。

　

必
要
書
類
等
詳
し
く
は
、
役

場
町
民
課
町
民
係
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

留
意
事
項

　

死
亡
届
を
提
出
し
て
も
、
死

亡
の
事
実
が
認
定
で
き
な
い
と

判
断
し
た
と
き
に
は
、
不
受
理

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

死
亡
届
を
受
理
し
戸
籍
に
記

載
さ
れ
る
と
相
続
が
発
生
し
ま

す
。
死
亡
届
を
提
出
す
る
に
当

た
り
ま
し
て
は
、
親
族
等
関
係

者
と
十
分
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
　

町
民
課　
　
（
☎
�
２
１
１
５
）

  夏の交通事故防止
　　　　県民総ぐるみ運動
運動のスローガン
「安全運転  ココロのベルトも  引き締めて」

７月 16 日㈯～ 25 日㈰

運動の基本
　子どもと高齢者の交通事故防止

運動の重点
　１．すべての座席のシートベルトと

　　　チャイルドシートの着用の徹底

　２．悪質・危険な運転の根絶

　３．自転車の安全利用の推進

◎問い合わせ　町民課（☎�２１１６）
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知っていますか？　国民年金保険料の免除制度
　経済的な理由等で保険料の納付が困難な方のために、申請により保険料の納付が免除される「保険料

免除・若年者納付猶予制度」があります。

所得による免除は４段階
　審査は、申請者本人、申請者の配偶者・世帯主

の前年の所得により判定されますが、失業した場

合や天災により損害を受けた場合などの理由で免

除が承認されることもあります。

【手続きに必要なもの】　年金手帳、印鑑、

　失業、天災等で申請される方は、雇用保険被保
険者離職票または雇用保険受給資格者証、罹災証
明書等も持参ください。

　また、平成 23 年１月２日以降に新地町に転入

された方は、平成 23 年度免除申請（平成 23 年

７月から平成 24 年６月分）については、平成 22

年中の所得額が分かるもの（課税証明・確定申告

書の写し・源泉徴収票の写しなど）も必要です。

若年者納付猶予制度
　30 歳未満の方で、収入が少ない方などが利用

できる制度で、申請者本人、申請者の配偶者の所

得制限がありますが、同居している親（世帯主）

の所得制限はありません。承認されれば、保険料

の納付が猶予されます。

免除された期間の
保険料と年金はどうなるの？
　免除となった期間は受給するときに減額されま

す。将来、年金を減額されずに受給したい場合は、

10 年以内に納付（追納）してください。

　免除や猶予申請に係る詳しい内容については、

相馬年金事務所または、役場健康福祉課にお問い

合わせください。

◎問い合わせ　相馬年金事務所（☎㊱５１７３）

　　　　　　     健康福祉課　　    （☎�２９３２）

復興支援　スイス音楽祭
　全国のアルプホルン同好のみなさんが震災復興

支援のため「ヨーデル」「アルプホルン」のグルー

プが新地町に集い、スイス音楽祭を開催します。

　　　　日時　７月 24 日㈰　９時～ 12 時

　　　　場所　新地町総合公園　こどもの森

　　　　※雨天の場合は総合体育館で行います。

　　　　主催　鹿狼アルプホルン倶楽部

　　　　後援　新地町公民館

　　　　
　　　　◎問い合わせ　

　　　　　鹿狼アルプホルン倶楽部

　　　　　代表　仁科靜夫（☎�４３５７）
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東日本大震災により、休館していた施設を一部利用再開します

施設名 利用再開・状況等 問い合わせ

新地町図書館

図書館学習室において業務の一部を再開します。開架

フロア、ＡＶコーナーは、施設に損傷があるため利用

できません。

再 開 日　７月 13 日㈬

開館時間　【平　日】10 時～ 18 時　

　　　　　【土・日】10 時～ 17 時

業務内容　貸出、返却のみ

その他　　
・震災以前の貸出中の図書等は、図書館または、ブック

ポストへご返却をお願いします。

・震災により紛失した図書等がありましたら、図書館ま

でご連絡をいただきますようお願いします。

図書館カレンダー（  ■  ・・・休館日）

【７月】　　　　　　　　　　【８月】

新地町図書館

（☎�５０３１）

駒ヶ嶺公民館

利用可。

開館時間　９時～ 21 時

利用方法　駒ヶ嶺公民館に直接お申し込みください。

駒ヶ嶺公民館

（☎�３４７７）

農村環境改善センター 震災対応のため利用不可。

新地公民館

（☎�２０８５）

勤労青少年ホーム
児童クラブで音楽室を利用中。

その他の施設は震災対応のため利用不可。
総合公園
　　　

　　　

　　　

　　　

総合体育館 施設に損傷があるため利用不可。
テニスコート

応急修繕工事後、利用再開予定。
町民野球場
多目的運動広場 仮設住宅用地のため利用不可。
こどもの森広場 利用可。東屋等は修繕のため利用不可。

町民プール 施設に損傷があるため、今年度は利用不可。
柔剣道場 利用可。

日 月 火 水 木 金 土
１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31
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東日本大震災　新地町合同慰霊祭

哀悼の誠を捧げる
　東日本大震災新地町合同慰霊祭が６月 19 日、総合体育館で行われ

た。

　震災で犠牲になられた方々のご遺族をはじめ、町関係者や町消防

団員など約１，２００人が参列。

　加藤町長は「私たちが力をあわせて町を復興させることが、犠牲

になられた方々のご遺志にむくいること」と式辞を述べた。

　また、遺族の代表者は「やりきれない思いもあるが、今日を境に、

少しづつ日常を取り戻していきたい」とお別れの言葉を述べた。

発行と編集　新地町役場企画振興課　☎ 0244-62-2112　℻ 0244-62-3194

　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｅメール koho@shinchi-town.jp

〒 979-2792　福島県相馬郡新地町谷地小屋字樋掛田 30 番地
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